
諮問事項

神戸市都市づくりのマスタープランについて
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1.これまでの検討経過・今後の予定

2.前回の報告（2025年11月）以降の取り組み

3.都市づくりのマスタープラン
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1.これまでの検討経過・今後の予定

2.前回の報告（2025.11）以降の取り組み

3.都市づくりのマスタープラン
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2024年度
【報告】都市マスの振り返り／新計画に求められる視点

【報告】新計画の策定の方向性／関連する計画の統合

７月

11月

2025年度

【報告】新計画の策定の方向性／改定のポイント

【報告】都市づくりのマスタープラン（素案）

７月

11月

（素案）の市民意見募集：12月22日～2月27日12月
|
２月

2026年度
【諮問】都市づくりのマスタープラン８月

（案）の市民意見募集：6月16日～30日６月

展示型説明会：2月9日～25日
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検討着手

前回の報告

本日

神戸市会への報告

都市づくりのマスタープラン 策定

９月

10月
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1.これまでの検討経過・今後の予定

2.前回の報告（2025.11）以降の取り組み

3.都市づくりのマスタープラン



•

•

•

•

•

•

•

•
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•

⮕意見を反映し、展示型説明会・市民意見募集を実施
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実施状況

設問①都市づくりの方向性について 回答数：568
8割以上

パ
ネ
ル
（
一
部
抜
粋
）
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・身近な生活圏の充実。

・鉄道網だけでなくバス網も考えて整備してほしい。

・都心部は住居ではなく商業を増やしてほしい。

・もっと若い人の働き口を確保して下さい。

・神戸のまちの魅力をもっとアピールして人が来るように。

・街の中の緑の憩いの場がほしい。

・都市と農村の住民がもっと交流できるようにしてほしい。

・六甲・摩耶山の自然を守ってほしいです。

暮らし

経済

魅力

自然

・災害対策にこれからも力を入

れてほしい。

・避難所の整備（ベッド、食事、

トイレの備え）が必要。

防災

・人口が減少する中で、神戸だ

けでなく周辺都市との連携

の観点が必要ではないか。

・目的が伝わりやすい良い計画

だと感じた。このプランを

実行できるようにがんばっ

てほしいです。

そのほか

設問②今後の都市づくりで、特に力をいれてほしい分野（複数選択可） 回答数1,438

設問③自由記述（都市づくりのマスタープランへのご意見など）



項目 意見数

都市づくりの基本的な考え方 1件

都市づくりの方針・取り組み

土地利用 4件

居住・都市機能 2件

都市交通 7件

市街地・住環境整備 1件

都市環境 3件

都市デザイン 1件

その他 5件

計 24件
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対応状況 意見数

①反映
意見の趣旨を踏まえ計画案に反映したもの

7件

②包含・賛同
意見の趣旨が既に素案に含まれるもの
素案に賛同いただいたもの

4件

③参考
今後の参考とさせていただくもの

8件

④その他
本計画に関連しない意見等

5件

計 24件
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都市デザインについて、神戸らしさや他都市との差別化を図るべく都市景観条例を強化し、

建築デザインや広告物のデザイン規制をより強靭で強制的なものにする必要がある。

都市デザイン１②神戸らしい特徴的なまちなみの形成
北野、旧居留地、南京町、都心・ウォーターフロントなど重点的に景観形成を図る地区について、景観法や神戸市都

市景観条例を活用して、まちづくり団体などと連携しながら、地域特性を活かしたまちなみの形成に取り組みます。
専門家を交えた景観デザイン協議制度を活用することでデザインの質の向上を図り、神戸らしい特徴的なまちなみの

形成を図ります。
特に三宮駅周辺では、神戸の玄関口にふさわしい空間を創出するため、市民・事業者と目指す都市空間のデザインを

共有し、官・民が連携しながら公共空間と沿道建築空間が一体となった魅力的な景観づくりを進めます。

変
更
点
（
計
画
案
）

主な意見
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意見を受けた対応

ビジョン編P40「3-7 都市デザインに関する方針」

「重点的に景観形成を図る地区における地域特性を活かしたまちなみの形成」に加え、

「専門家を交えた景観デザイン協議制度によるデザインの質の向上」という視点を追記

（追記）



都市環境１①森林・里山の再生 ※該当箇所を抜粋変
更
点
（
計
画
案
）

取り組み 取り組み概要

森林・里山の再生 森林・里山の管理、広葉樹資源の活用、竹林対策、森林・里山に親しむ機会
の創出、神戸登山プロジェクトの推進など、森林・里山の再生と創出を一体
的に推進することで、国際都市としてのブランド価値を高めていきます。

主な意見
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アクション編P18「1-5 都市環境に関する取り組み」

「森林・里山の管理、竹林対策、里山に親しむ機会の創出などに取り組む」ことに加え

「森林に親しむ」という視点を追記

森林・里山の保全活動について、働き世代の大人が気軽に参加できるボランティアイベントが

もっとあればいい。喫緊の課題である保全活動をもっと優先すべき。

意見を受けた対応

（追記）
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1.これまでの検討経過・今後の予定

2.前回の報告（2025.11）以降の取り組み

3.都市づくりのマスタープラン
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計画目標年次：２０３５年

（2026.4施行）

部門別計画

都市づくりのマスタープラン：都市計画に関する基本的な方針

（都市計画法第18条の２）



ビ
ジ
ョ
ン
編

ア
ク
シ
ョ
ン
編

資
料
編 15
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これからの神戸の都市づくりは、暮らす人・働く人・訪れる人・事業

者・行政などの様々な立場の人々が参画して、より良いまちにしていき

たいという“まちへの想い”がつながり、多彩な空間をかたちづくることを

大切にします。

空間づくりにあたっては、その場所に関わる人々とともに、「居心地

良く過ごせるかどうか」「新しい出会いや心躍る体験をできるかどう

か」といった、その場所で生まれる活動を思い描き、それを実現する

空間をつくるという視点を大切にします。

そして、誰もが安全・安心・快適に住み続けられること、人・物・技

術・情報が集まり活力を生み出すこと、まち固有の魅力をまもり・そだ

て・磨き上げ、活かすこと、環境と共生することにより、持続可能な都

市づくりを進めます。

計画の概要：これからの神戸の都市づくり ビジョン編
P01-02
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1.1 都市づくりの指針

計画の概要：都市づくりの指針 ビジョン編
P03-04
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1.1 都市づくりの指針

計画の概要：都市づくりの指針 ビジョン編
P04-05
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1.2 目指す都市構造

・都心／既成市街地・ニュータウン／森林・里山

・都市に活力をもたらす産業・物流・知識創造のエリア

・都市のシンボルとなる自然のエリア

・日常生活において、わがまちと認識できる

身近な範囲の都市空間

・多様な都市機能の集積をはかる拠点

・陸・海・空の総合的な交通ネットワーク

計画の概要：目指す都市構造

都心 既成市街地・ニュータウン 森林・里山

三宮駅周辺 神戸空港 名谷駅

（仮称）
神戸複合産業団地南地区産業団地 大阪湾岸道路西伸部

整備イメージ

舞子海岸 六甲山系

ビジョン編
P06-07
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1.2 都市構造図

計画の概要：目指す都市構造 ビジョン編
P08-09
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計画の概要：実現に向けて
1.3 実現に向けて
◆取り組みを進める主体
地域のみなさんと行政との「協働と参画」を更に進展させ、暮らす人・働く人・訪れる人・事業者・
行政など「多様な主体」が都市空間をマネジメント

多様な主体が参画するまちづくりの進め方のイメージ

都市空間の
マネジメント

地域のみなさんと行政との協働と参画により
進めてきたまちづくりの範囲

多様な主体が様々な手法・取り組みで行うまちづくりの範囲

ビジョン編
P10
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計画の概要：実現に向けて
1.3 実現に向けて
◆取り組み方
「行政が公共空間、民間が民地」を管理・活用するだけでなく、「公共空間での民間活力の導入や
民地の公共的利用」を促進

三宮中央通り（中央区）

東遊園地（中央区）

プレンティ広場（西区）

など

ビジョン編
P10



（１）「協働と参画」によるまちづくりの推進

（２）多様な主体が様々な手法・取り組みで行うまちづくりの推進

◆公共空間の利活用に
よるにぎわいの創出

◆空き地・空き家の再生

◆地域の環境改善 ◆にぎわいを生み出す
イベントの実施

・取り組みの進め方や支援制度について記載し、更なる取り組みの推進を促す。

【まちづくりの進め方】 【支援制度】

・まちづくり助成
・まちづくり専門家派遣
・活動拠点の充実や人材育成

・事例や支援制度について記載し、多様や主体の参画や多様な手法の活用等、裾野の拡大を促す。

【支援制度】
・ほこみち制度
・都市再生推進法人 等

【支援制度】
・空家活用応援制度 等

【支援制度】
・地域コミュニティ交通
・店舗等立地支援 等

【支援制度】
・駅前の生活エリアの活性化 等

計画の概要：実現に向けた進め方
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アクション編
P28-34

サンキタ通り（中央区）

地域コミュニティ交通
（須磨区）

空き家を拠点とした交流の場
（兵庫区）

木幡駅前
（西区）



2.1 区域区分の決定の有無

区 分 2020年 2035年
都市計画区域内人口 1,527千人 おおむね1,368千人
市街化区域内人口 1,502千人 おおむね1,352千人

区 分 2020年 2035年
製造品出荷額等 34,090億円 41,677億円
商品販売額 61,634億円 65,906億円

区 分 2020年 2035年
市街化区域面積 おおむね20,395ha おおむね20,333ha

計画の概要：区域区分の決定の方針
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市街化区域のおおむねの規模

産業の規模市街化区域に配分されるべきおおむねの人口

2.2 区域区分の方針

・市街化区域は、人口及び産業の将来の見通しに基づき、
市街地として必要と見込まれる適正な規模とし、
原則、住宅開発等による拡大を抑制する

〇市街化調整区域への編入
・自然環境の保護、都市の防災性向上が望まれる区域 ⇒ 市街化調整区域に編入
・計画的なまちづくりに時間を要する区域 ⇒ 暫定市街化調整区域に位置付け
〇市街化区域への編入
・上位計画に位置づけがあるなど、事業の妥当性が認められ、
－計画的なまちづくりの見通しが確実となった区域 ⇒ 市街化区域に編入
－計画的なまちづくりに時間を要する区域 ⇒ 特定保留区域に位置付け

・暫定市街化調整区域、特定保留区域
⇒ 計画的なまちづくりの見通しが確実になった段階で、農林漁業との調整を経て市街化区域に編入

ビジョン編
P11-13



計画の概要：都市づくりの方針

土
地
利
用

１

ビジョン編
P14-17

西神ニュータウン 新⾧田 三宮 神戸複合産業団地

里山・農村の風景
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計画の概要：都市づくりの方針

土
地
利
用

１

ビジョン編
P15-17

土地利用の方針図
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居
住
・
都
市
機
能

２

計画の概要：都市づくりの方針 ビジョン編
P18 -22
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計画の概要：都市づくりの方針

居
住
・
都
市
機
能

２

※防災上課題のある箇所は（土砂災害特別警戒区域等）
は本図面には表示していません。

ビジョン編
P18 -22

居住・都市機能の方針図
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都
市
交
通

３

計画の概要：都市づくりの方針

新たなバスターミナル
整備イメージ

ポートライナー

神戸電鉄粟生線
活性化の取り組み

神戸駅再整備イメージ 自動運転の取り組み

神戸西バイパス整備状況 有馬口トンネル 広がった歩道空間の整備イメージ 連節バス「ポートループ」

ビジョン編
P23-26
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計画の概要：都市づくりの方針

都
市
交
通

３

ビジョン編
P23-26

公共交通ネットワーク図
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計画の概要：都市づくりの方針

都
市
交
通

３

主要幹線道路ネットワーク図

ビジョン編
P23-26
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市
街
地
・
住
環
境
整
備

４

計画の概要：都市づくりの方針

都心・三宮の再整備 ウォーターフロントの将来イメージ

住宅地でのサービス機能の導入

山麓部の空き家の改修
密集市街地の

既存ストックの活用
未利用地を活用した

リノベーション商店街の空き店舗の改修

ビジョン編
P27-30
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計画の概要：都市づくりの方針

市
街
地
・
住
環
境
整
備

４

ビジョン編
P27-30

市街地・住環境整備の方針図
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都
市
環
境

５

計画の概要：都市づくりの方針

雌岡山 都心・三宮（税関線）
再整備将来イメージ

王子公園再整備
将来イメージ

水素バス こうべ木陰
プロジェクト

建築物における
木材利用の推進

遊休施設を活用した
ビジネス交流拠点

須磨海岸の魅力を
活かした空間づくり

貨客混載の取り組み

ドローンを活用した
橋梁点検

ビジョン編
P31-34
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計画の概要：都市づくりの方針

都
市
環
境

５

都市環境の方針図

ビジョン編
P31-34
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安
全
・
安
心

６

計画の概要：都市づくりの方針

配水管の耐震化 水と緑のネットワーク

緊急輸送道路の
無電柱化

新たに整備した
ポンプ場

防潮鉄扉の整備ワイヤーネット工法
によるのり面対策

防災訓練イベント

ビジョン編
P35-38
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計画の概要：都市づくりの方針

安
全
・
安
心

６

ビジョン編
P35-38

安全・安心の方針図
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都
市
デ
ザ
イ
ン

７

計画の概要：都市づくりの方針 ビジョン編
P39-41

しおさい公園 有馬

東遊園地

南京町

歴史的な価値がある
建築物の活用

農村歌舞伎 38



計画の概要：都市づくりの方針

都
市
デ
ザ
イ
ン

７

ビジョン編
P39-41

都市デザインの方針図
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計画の概要：見直しの考え方

・社会経済情勢の変化などに的確かつ機動的に応え、まちづくり

に取り組んでいく必要がある

・このため、「アクション編」に、都市づくりの方針に基づき実

施する都市計画事業等の取り組みを取りまとめ、進捗状況を把

握しながら、適宜見直しを行う

ビジョン編
P42-43
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